
薬事日報　薬学生新聞

　４月１日から新たな診療報酬、調剤報酬が実
施された。調剤報酬の目玉は、かかりつけ薬剤
師指導料（270点）が新設されたことだ。
　同指導料は、かかりつけ薬剤師が処方医と連
携して患者の服薬状況を一元的・継続的に把握
してから服薬指導等を行うことを薬学管理料と
して評価するというもので、薬剤師個人を調剤
報酬で評価する仕組みは初めてと見られる。
　患者１人に対して、１人の薬剤師のみがかか
りつけ薬剤師指導料を算定することができ、か
かりつけ薬剤師の名前が入った同意書を作成し
て患者に署名してもらう必要がある。
　また、他科の受診だけでなく、併用薬、嗜好
品、生活習慣、健康食品の摂取の有無を含めて
すべての服薬状況を管理する必要がある。
　かかりつけ薬剤師の要件は、▽３年以上の薬
局勤務経験がある▽同一店舗に６カ月以上在籍
▽週32時間以上勤務▽薬剤師認定制度認証機
構が認証している研修認定制度等の研修認定を
取得している▽医療にかかる地域活動の取り組
みに参画――などで、全てを満たす必要がある。

　営業時間外にも患者からの相談に応
じるため、電話番号を教えるなどの対
応が求められる。ただ、電話対応はか
かりつけ薬剤師でなくてもかまわない
ため、当番制を取る薬局もあるようだ。
　そもそも、なぜこのような指導料が
創設されたのか。現在、医薬分業の普
及率は７割にまで上昇したものの、多
くの薬局では医師の処方箋をもとに調
剤して渡すことに終始しており、「患
者のために本当に役立っているのか」
との批判があったためだ。
　これを受け、厚生労働省は昨年10
月下旬に「患者のための薬局ビジョン」
を策定し、全国約５万7000軒の薬局
を患者本位のかかりつけ薬局に再編する方針を
打ち出した。
　ビジョンのサブタイトルには、『「門前」から
「かかりつけ」、そして「地域」へ』を掲げ、本
文に「大病院に隣接した薬局を中心に、建て替
え時期などを契機に立地も地域へ移行し…」な

どの文言を盛り込み、中長期的視野に立った薬
局再編の道筋も示している。
　厚労省は、調剤報酬で薬局のかかりつけ機能
を評価し、門前薬局を適正化する方向性につい
て、「累次にわたる改定で対応する」としており、
2016年度改定がその第一歩となった。

　第101回薬剤師国家試験の合格者は前回より
2444人増え、過去最多の１万1488人となった。
合格率も76.85％で、前回から約14ポイントほ
ど上昇。旧４年制時代に維持されていた水準に
戻った。
　大学別で合格率が最も高かっ
たのは、いわき明星大学の
98.67％。次いで九州大学の
93.62％、東邦大学92.50％、
明治薬科大学92.24％、武蔵野
大学91.72％と続いた。
　厚生労働省は、今回の国試から新たな合格基
準を導入。これまでの「総得点率65％以上」
という絶対基準から「平均点と標準偏差を用い

た相対基準」に変更すると共に、必須問題を構
成する各科目の足切りを現行の50％から30％
に引き下げ、35％に設定されていた理論・実
践の各科目の足切りを廃止するなど、基準を大

幅に緩和した。
　合格率の上昇と合格者数の増加には、直近２
回の国試に比べて試験問題の難易度が下がった
ことや、合格基準を緩和したことが影響したと

見られるが、厚生労働省は、「薬剤師として本
当に必要な知識を問う問題が増えたためではな
いか」と分析している。
　また、私立大学を中心に、見かけ上の合格率

をアップさせるために出願して
も受験させない大学が多いこと
も見てとれる。
　厚労省は昨年から、出願者数
と実際に受験した学生の数を公
表しており、６年制新卒者につ

いて見ると、私立大学では8933人の出願者数
に対して受験者数は7556人。1377人もの学生
が受験を取りやめていることが分かる。

合格者数は１万1488人
基準緩和と易化で過去最多
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